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　交通安全意識の向上を促進するためのイベントなどを実施
し、事故のない社会づくりや高齢者が安心して通行でき、交通
事故被害者が社会復帰できるようなまちづくりをめざしていま
す。 
　 事業内容＝�交通事故防止のための告知用旗、幕などの提
供（チャイルドシート着用を促進させるのぼり旗、飲酒防止幕
など）�交通安全週間時の横断歩道、通学路などでの安全通行
のボランティア 荻窪４‐３２‐５�３３９２‐７８３５／Ｅメール
utiyama@po.mmm.ne.jpホームページhttp://www.2828.co
.jp/npo/
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　高円寺保健セ
ンターの男性料
理教室で知り合
った仲間が、な
にか地域で役に
立てないものか
と考え、NPO法
人を立ち上げ、
区から松渓ふれ

あいの家でデイサービス事業の運営を任されました。利
用者の７割が男性です。高齢者の尊厳を尊重し、楽しく、
生きがいを感じるようなデイサービスを目指します！
　 事業内容＝自由に楽しい時間をすごすために、決め
られたプログラムの強制はしません。マージャン・囲碁・
将棋などから自由に選択することができます。また、家
に閉じこもりがちの方に生きがいと楽しみを味わってい
ただく一方、家族の介護に関わる負担を軽減します 荻
窪２‐３‐１�５３４７‐１１７８FAX５３４７‐１１７９／Ｅメールshouk
ei@h5.dion.ne.jp

内
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　環境修復施
設（リサイク
ルなど）充実
の支援活動を
通じて社会貢
献するため、
平成１２年に設
立しました。
杉並区の環境
保全に関する
活動を行い、自然と共生する明るく住みよいまちづくり
を推進しながら、郷土の発展に寄与することを目的とし
ています。
　 事業内容＝�食の安全＝食べ物の汚染実態と健康
問題の勉強会、スローフード・スローライフ活動�資源
循環型社会の形成＝「杉並区安全美化条例」の啓発、家
庭ごみの実態調査と提言�水質浄化＝区内河川の清掃�
環境団体との交流＝区内５団体による、（仮称）「都市に
おける商売と環境問題・環境ビジネス化研究会」開催�
収益事業＝杉並区おすすめの「ごみ出し袋」・「環境無害
洗剤」、当ＮＰＯ製作の「ＳＥＭＦＯマイバック」など
の販売 本天沼２‐４７‐１４�３３９５‐５２０１FAX３３９５‐５２１８／
Ｅメールadp57350@rio.odn.ne.jpホ ー ム ペ ー ジ
http://www.geocities.co.jp/NatureLand/5755/

内

問

　音楽には、無限の
力が秘められてい
て、響きやリズムに
よって聴く人の心
を安定させます。特
に高齢者や乳幼児
には、良い音楽を聴
いてほしいと思っ
ています。
　音楽を通し、多く
の人々に平和と活

力、そして時には勇気と希望を与えるため、区内の高齢者デイ
ケアや保育園・地域でのふれあいを通し、社会貢献をしたいと
考えています。
　 事業内容＝�チャリティーコンサート�老人ホームでの
コンサート�学校、保育園、児童館などでのミニコンサートな
ど 和泉２‐５‐３４�・FAX５３７６‐３７２９

内
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　私たちは、それぞ
れ違った顔をしてい
ます。その中には、
顔や身体に病気、火
傷、けがなどによる
症状のある人（当事
者）がいて、ひとた
び社会にでると好奇
の視線にさらされ、

生きづらさを感じています。当事
者は、さまざまな苦悩を抱えてい
ますが、その苦悩を一人で解決す
ることは難しく、また、思いを理
解してもらうには多大な労力が必
要です。そこで当事者が主体とな
って、当事者が抱えるさまざまな
思いを共有し、社会に訴えかける
ことが必要です。
　 事業内容＝�定例会（当事者
とその家族によるカウンセリン
グ）、オープン説明会（当事者に限
定せず、ユニークフェイスの活動
を一般、マスコミなどに説明）、講
演会�会報誌（年４回）�書籍
（５冊） 上井草２‐１３‐１３コー
ポ片井�５３８２‐１３９７FAX３２３５‐００５０
／Ｅメール info@uniqueface.org 
ホームページ http://www.unique 
face.org/

内

問

〈NPO活動資金助成決定団体一覧〉

助　成
決定額

補助対象事業名
（非営利活動に
係る事業）

団　体　名

４６０,０００円お出かけ支援サー
ビス

パートナーズ・イ
ン・サービス

６０,０００円第２回環境ビジネ
ス大研究会

すぎなみ環境保全
フォーラム

２４０,０００円
交通安全活動事業
および福祉機器提
供支援事業

国際安全支援セン
ター

４６０,０００円西荻アートキッズ
および空店舗活用西荻まちメディア

２８０,０００円
チャリティーコン
サート、地域福祉
活動

ハッピーエンジェ
ルス楽団

２１０,０００円通所介護事業生きがいの会

２６０,０００円
自然観察活動事業
および普及啓発活
動事業

 豊 
ほう

 穣 の森
じょう

７０,０００円メイク講習会ユニークフェイス
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◇ＮＰＯ支援基金助成が決定しました
　昨年９月に開催されたＮＰＯ等活動推進協議会の審査
を経て、９月２２日付で新たな助成先８団体を決定しまし
た。（下表のとおり）
◇ＮＰＯの活動を紹介
　今回は、助成が決定した８団体のうち５団体を紹介し
ます。
※NPO（エヌ・ピー・オー）とは… Non- Ｐ rofit Organization 
の略称。営利を目的としない（収益を上げてもいいが、分配を
してはならない）団体。「民間非営利組織」
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平成１６（２００４）年１月１１日（日曜日）

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）
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〒　

‐
０

１６８

０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休

館
） 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場

は
で
き
ま
せ
ん

 
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
！
居

場
所
づ
く
り
の
た
め
に

　

子
ど
も
も
大
人
も
地
域
で
気

軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
に
向

け
、何
が
で
き
る
か
考
え
ま
す
。

問

問

時

場内
対

費

申

問
他

　
 

１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２４

４
時
ご
ろ 

石
崎
宅
（
参
加
者

に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
） 

話
題
提
供
＝
杉
並
区
社

会
福
祉
協
議
会
・
正
木
茂 

三

〇
〇
円
（
通
信
費
ほ
か
） 

・

 

電
話
で
、
わ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
森
内
�
３
３
９
５
‐
０

３
３
２
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座
（
入
門
・

経
理
）

　
 

・ 

�
２
月
５
日
�
＝
Ｎ

Ｐ
Ｏ
入
門
（
法
人
化
す
る
場
合

の
要
件
や
手
続
き
の
方
法
、
長

所
・
短
所
や
法
人
の
義
務
な
ど
）

�
９
日
�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
経
理
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
特
徴
）
／
時
間
は

い
ず
れ
も
、
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

３０

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

四

４７

１７

階
） 

各
一
五
名 

各
一
〇
〇

〇
円
（
資
料
代
含
む
） 

・ 

１
月　

日
か
ら
電
話
で
、
同
セ

１２

ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３

９
へ
（
先
着
順
）

�
学
校
開
放
公
開
講
座 

向
陽
中
「
気
と
健
康
に

つ
い
て
」

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

向
陽
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
下
高
井
戸
３
―　

―
１
向
陽

２４

中
学
校
内
） 

心
身
統
一
合
気

道
指
導
員
・
米
内
山
幸
孝 

二

時

場

師

費申

問
時

内
場

定

費

申

問

時

内

場

師

定

◇
笹
戸
千
津
子
彫
刻
展

　

現
代
を
い
き
い
き
と
生
き
る

女
性
の
姿
を
中
心
に
表
現
し
続

け
る
女
流
彫
刻
家
・
笹
戸
千
津

子
さ
ん
の
彫
刻
展
で
す
。

　
 

開
催
期
間
＝
２
月
４
日
�

〜　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
６

２９

１０

時
（
月
曜
日
休
館
、
最
終
日
は

午
後
５
時
終
了
） 

杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
） 

三
〇
〇

２９

円
（
高
校
生
以
下
無
料
・
一
〇

時

場
費

名
以
上
団
体
割
引
あ
り
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

同
協
会
文

化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

◇
特
別
対
談
「
笹
戸
千
津
子　

師
・
佐
藤
忠
良
と
語
る
」

　
 

２
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

杉
並
会
館 

３０

九
六
名 

一
〇
〇
〇
円
（
彫
刻

展
入
場
料
・
茶
菓
代
込
） 

・

 

１
月　

日
�
か
ら
電
話
で
、

１３

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
�
５

３
１
１
‐
７
０
３
５
へ（
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
・
先

着
順
）

◇
第
一
回
杉
並
演
劇
祭

（
３
月　

日
〜　

日
）

２０

２８

　

「
美
し
い
日
本
語
を
伝

え
る
」「
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

申

問

時

場

定

費

申

問

区
内
在
住
の
演
劇
人
や
区
内
の

劇
団
が
集
ま
っ
て
杉
並
区
か
ら

発
信
す
る
演
劇
祭
で
す
。
こ
の

演
劇
祭
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た

舞
台
を
区
内
の
各
施
設
で
上
演

し
ま
す
。高
校
生
、大
学
生
の
若

手
演
出
家
の
舞
台
も
必
見
で
す
。

　
 

・ 

・ 

・ 

左
上
表
の

と
お
り

◇
大
陸
遠
望

―
京
劇
・
二
胡
・
揚
琴
に
よ
る

中
国
音
楽
芸
術
の
粋
―

　

京
劇
「 
三
岔  
口 
」
の
華
麗
な

さ
ん
ち
ゃ 

こ
う

る
ア
ク
シ
ョ
ン
と
、「
二
泉
映

月
」「
さ
く
ら
」「
島
唄
」
な
ど

二
胡
と
揚
琴
が
奏
で
る
日
中
の

調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

３
月
６
日
�
午
後
２
時

（
１
時　

分
開
場
） 

久
我
山

３０

会
館
（
久
我
山
３
―　

―　

）

２３

２０

 

出
演
＝
二
胡
・
曹
雪
晶
、
揚

琴
・
成
燕
娟
、
京
劇
・
馬
東
宏
、

寇
然 

二
〇
〇
〇
円
（
全
席
自

由
、
会
員
割
引
あ
り
）

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

発
売
開
始
＝
１
月　

日
�
午

１６

後
１
時
〜
▽
販
売
窓
口
＝
�
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
※
発
売

日
は
電
話
予
約
の
み
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
月
〜

２９
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
�
区
役
所
一

階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
�
各

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時 

同

協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５

時

場

内

費

時

場

内

費

問

〈杉並演劇祭〉
入場料会　場劇団名／演出／上演作品上演日・開演時間

前売
１５００円
当日
１８００円
通し券
５０００円
（会員割
引あり、
全席自
由）

セシオン杉並（梅
里１‐２２‐３２）

劇団電劇／篠 光正／
「めろん」

３月２０日�・２２日�
　　　　　午後７時

劇団電劇／篠 光正／
音楽物語「朱雀門」ほか　　２１日�午後２時

ヴァーシティホ
ール（和田３‐３０‐
２２）

PRO２カンパニー／成瀬芳一／
朗読構成劇「二・二六事件の
目撃者」

　　２０日�午後４時３０分
　　２１日�午後４時

高円寺会館（高円
寺北２‐１‐２）

小松事務所／小松越雄／
「花咲き村」

　　２０日�午後２時
　　２１日�午後３時３０分

浜田山会館（浜田
山１‐３６‐３）

公募の区民／保科耕一／
創作朗読劇「家族の肖像」ほか

　　２７日�午後６時
　　２８日�午後２時

無料

区役所１階ロビ
ー

劇団手織座／宝生あやこ／
朗読「ポエジカル 谷川俊太郎
の世界」

　　２２日�午後０時５分

浜田山会館えんため研／工藤雄一郎／
「飛龍伝」

　　２０日�午後７時
　　２１日�午後６時

高円寺会館劇団HERO／西川高史／
「幕末アトム」

　　２７日�午後６時３０分
　　２８日�午後５時３０分
※いずれも開場は、開演の３０分前。

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

１
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２１

に
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ

（
〒　

‐
０
０
６
４
永
福
３
―

１６８

　

―
２
）
へ 

上
野
�
３
３
２

３７１
‐
６
４
８
８
ま
た
は
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
�
３
３
２
９
‐
３
９

３
５
（
日
曜
の
み
）

郷
土
史
講
座

　
 

１
月　

日
�
午
後
１
時　

２５

３０

分
〜
４
時
（
区
共
催
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

民
俗
学
か
ら
見
た
今
年
の
干

支
「
サ
ル
」
に
つ
い
て 

法
政

大
学
講
師
・
長
沢
利
明 

七
〇

名 

五
〇
〇
円
（
会
員
三
〇
〇

円
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
郷
土
史
会
・
原
田
弘
�
３

３
１
２
‐
６
６
２
３

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
画

像
活
用
講
座

　
 

�
コ
ー
ス
＝
２
月　

日
２１

�
・　

日
�
・　

日
�
・　

日

２２

２８

２９

�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時

３０

　

分
�
コ
ー
ス
＝
�
コ
ー
ス
と

３０同
じ
日
の
午
後
１
時　

分
〜
４

３０

時　

分
�
コ
ー
ス
＝
３
月　

日

３０

１６

�
〜　

日
�
午
前
９
時　

分
〜

１９

３０

午
後
０
時　

分
�
コ
ー
ス
＝
�

３０

コ
ー
ス
と
同
じ
日
の
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分
／
い
ず
れ
も

３０

３０

計
四
回
（
区
共
催
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

費

申

問

時

場

内

師定

費
申

問

時

場

 

一
日
目
＝
操
作
の
基
礎
、
パ

ソ
コ
ン
へ
の
取
込
み
▽
二
日
目

＝
フ
ォ
ル
ダ
ー
の
作
成
・
管
理
、

リ
サ
イ
ズ
・
ト
リ
ミ
ン
グ
・
色

調
補
正
な
ど
▽
三
日
目
＝
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
、
画
像
メ
ー
ル
作

成
▽
四
日
目
＝
相
互
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ 

Ｉ
Ｔ
初
心
者
講
習
会

終
了
程
度
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
お
持
ち
の
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

各
コ
ー
ス
二
〇
名

（
抽
選
） 

六
〇
〇
〇
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
に
希
望
コ

ー
ス
番
号
（
第
二
希
望
ま
で
）、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
有
無
も
書

い
て
、
１
月　

日
（
消
印
有
効
）

２３

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア

２２

３２

杉
並
事
務
局
・
山
中
�
０
９
０
‐

４
７
２
２
‐
２
５
７
４
�
５
９

３
２
‐
６
３
２
１ 

自
分
で
撮

影
し
た
画
像
を
入
れ
た
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
持
参

内

対
定費

申

問

他

〈気と健康について〉
内　　　容月日

気とは－日常生活の中の
気・姿勢を正すだけで元気
に・気と言葉

１月
２６日

気の体操法－リラックス・
柔軟体操・リズム体操

２月
２日

気の呼吸法－「長息」は
「長生き」・安眠、目覚め
すっきり・冷え症や便秘を
改善

９日

気圧療法と自己気圧－手
当て・肩首のこりを和らげ
る・腰痛、膝痛改善と予防

１６日

合気道－健康法として・争
わざるの理・護身術２３日

まとめ３月
１日
※時間はいずれも、月曜日の午後２
時～４時。

土曜日のパパママ学級
２月２１日�午後０時３０分～３時３０分
荻窪保健センター（〒１６７‐００５１荻
窪５‐２０‐１�３３９１‐００１５）

【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初
産のカップル２４組（抽選）【参加費】無料【申
込み】往復ハガキに２人の氏名・住所・電話
番号・出産予定日を書いて、２月６日（必
着）までに同保健センターへ

▲笹戸　千津子

���
�
�
�
�
�
�
�
	


�

▲馬東宏



NO.1664●３

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年１月１１日（日曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ 

◇
私
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

高
木
美
保
さ
ん
は
、
タ
レ
ン

ト
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
一
方
、
有
機
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
経

験
を
と
お
し
た
自
然
と
共
に
生

き
る
こ
と
や
食
の
安
心
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

　
 

１
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２５

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

五
〇
〇
名（
先

２２

３２

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

環
境
課
内
す
ぎ
な
み

環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局

◇
街
の
ご
み
拾
い
清
掃

　

「
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪
」

は
、
毎
月
一
回
の
ご
み
拾
い
を

続
け
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
気

軽
に
参
加
し
て
、
自
分
の
手
で

時
場

定

費

申

問

街
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

１
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２４

　

時
（
雨
天
実
施
） 

集
合
場

１０所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
正
面

玄
関
前
▽
清
掃
場
所
＝
中
杉
通

り
、
青
梅
街
道
、
阿
佐
ケ
谷
駅

周
辺 

・ 

電
話
で
、
環
境
課

内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら

ぶ
事
務
局
へ 

当
日
、
荷
物
置

き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

�
す
ぎ
な
み
環
境
学
習 

環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

環
境
に
関
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
、
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る

地
域
か
ら
「
地
球
環
境
」
を
改

善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
ほ
か 

環
境
に
興
味

２２

３２

の
あ
る
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で　

歳
以
上
の
方 

三
〇
名

１８

（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
環

１９

境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
へ 

同
担
当 

３
歳
〜
未
就
学
児
の

時

場

申

問
他

時

内

師

場

対

定

費

申

問

他

託
児
あ
り

ご
み
問
題
を
と
お
し
て

個
人
と
行
政
の
つ
き
合

い
方
を
考
え
る
―
杉
並
に

住
む
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は

　

昨
年
３
月
に
改
定
し
た
杉
並

区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

の
策
定
に
か
か
わ
っ
た
杉
並
区

清
掃
審
議
会
会
長
・
藤
井
美
文

さ
ん
に
、
新
し
い
政
策
モ
デ
ル

を
市
民
参
加
の
も
と
つ
く
り
出

し
て
い
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。

　
 

１
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

正
午 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

 

文
教
大
学
国
際
学
部
教
授
・

藤
井
美
文 

五
〇
名 

一
〇
〇

円
（
資
料
代
） 

電
話
・
フ
ァ

ク
ス
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
所
�
５
３
７
３
‐
８
９
４

１
�
５
３
７
３
‐
５
８
５
８
へ

（
先
着
順
） 

同
事
務
所
（
日
・

月
曜
日
は
休
み
）

時
場

師

定

費

申

問

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会 

輝
く
日
本
に
す
る
た
め

に
！

　

戦
後
教
育
の
問
題
点
を
熱
く

語
り
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
が

輝
く
た
め
に
。（
区
共
催
）

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時　

１４

３０

分
開
演
（
２
時
開
場
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

・ 

第
一
部
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
上
智
大
学
名

誉
教
授
・
渡
部
昇
一
、「 
蘇 
れ

よ
み
が
え

日
本
人
の
会
」
会
長
・
藤
原
大

士
、
杉
並
区
長
）
／
第
二
部
＝

八
年
連
続
金
賞
の
吹
奏
楽
演
奏

「
心
か
ら
心
へ
の
音
楽
」（
都
立

杉
並
高
校
吹
奏
楽
部
） 

五
六

八
名
（
全
席
自
由
） 

大
人
三

〇
〇
〇
円
（
前
売
り
二
〇
〇
〇

円
）、高
校
生
五
〇
〇
円 

人
数

分
の
料
金
と
、
住
所
・
氏
名
記

入
の
返
信
用
封
筒
（
八
〇
円
切

手
を
は
っ
た
も
の
）
を
同
封
の

上
、
杉
並
文
化
村
（
〒　

‐
８

１６７

５
６
０
天
沼
３
―　

―
２
）
へ

１０

▽
窓
口
販
売
＝
１
月　

日
�
午

１６

後
１
時
販
売
開
始
�
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
内
）
＝
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
�
区
役
所
一
階

コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

分
�
各
地

３０

時

場

内

師

定
費

申

域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
８
時 

杉
並

文
化
村
事
務
局
・
渡
辺
�
３
２

２
０
‐
０
０
２
１ 

手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
１
月　

日
（
必

２０

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
（
抽
選
） 

同

２２

３２

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１

�
海
外
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

イ
ン
カ
帝
国
の 
末  
裔  

ま
つ 
え
い

ペ
ル
ー
を
訪
ね
て

　

宇
宙
人
の
暗
号
と
騒
が
れ
た

地
上
絵
、 
謎 
の
空
中
都
市
、
歴

な
ぞ

史
と
神
秘
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま

す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１４

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

講
演
、

１９

民
族
楽
器
の
演
奏
や
食
文
化
な

ど
の
紹
介 

Ｎ
Ａ
Ｏ
代
表
・
篠

田
直
子
（
ペ
ル
ー
在
住
） 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
ま

た
は
文
化
・
交
流
協
会
会
員 

一
二
〇
名 

一
〇
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
国
籍
と
会
員
の
方
は
会
員
番

号
も
書
い
て
、
文
化
・
交
流
協

会
「
海
外
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
）
へ（
先
着
順
） 

同
協

１４会
交
流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８

３
３

み
ど
り
の
講
座

◇
初
め
て
の
草
木
染
め

　
 

１
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２４

３
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

） 

み
ど
り
の
ボ
ラ

１３

ン
テ
ィ
ア
杉
並
・
横
山
ひ
ろ
こ

 

一
八
名
（
抽
選
）

問

他

申

問

時
場

内

師

対
定

費

申
問

時

場
師

定

◇
不
思
議
な
魅
力
の
花
―
ク
リ

ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
種
類
と
育

て
方

　
 

２
月
１
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

産
業
商
工
会

３０

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

園
芸
家
・
野
田
卯
一
郎 

六

〇
名
（
抽
選
）☆

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

一
〇
〇
〇
円
程
度 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
・

一
講
座
に
つ
き
一
枚
）
で
、
１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
公
園

１９
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ

（
直
接
会
場
に
は
送
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
） 

同
係

主
婦
の
健
康
づ
く
り 

ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
 

・ 

・ 

・ 

右
下
表
の

と
お
り 

区
内
在
住
の
全
回
参

加
で
き
る
方 

二
五
名 

三
〇

〇
円
程
度
（
食
材
費
） 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ

（
先
着
順
）

�
健
康
講
座 

壮
年
期
か
ら
の
体
力
づ

く
り

　
 

・ 

・ 

・ 

右
下
表
の

と
お
り 

区
内
在
住
・
在
勤
の

　

〜　

歳
ま
で
の
方 

二
五
名

４０

６５

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
円

寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

�
和
泉
健
康
塾
講
演
会 

東
洋
医
学
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
の
解
消
法

　
 

１
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
３
時　

分 

方
南
区
民
集

３０

会
所
（
方
南
１
―　

―
８
） 

２７

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、 
鍼  
灸  
師 
・
本

し
ん 
き
ゅ
う 

し

間
令
峰
、
ハ
ー
プ
演
奏
・
長
村

時

場

師

定

対
費

申

問

時

場

内

師

対

定

費申

問

時

場

内

師

対

定

費

申

問

時

場

師

美
代
子 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

四
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
）

�
育
児
講
習
会 

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
身
体
を
動

か
し
た
り
、
手
遊
び
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
 

１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
宮
前
（
宮
前
２
―　

―　
２４

３８

宮
前
保
育
園
内
） 

エ
レ
ク
ト

ー
ン
演
奏
者
・
中
陣
純
子 

２

歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者 

三
〇
組 

無
料 

・ 

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
３
‐
４
６
９
９
へ
（
先
着
順
）

 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

対

定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

他

さ
い

�
グ
ッ
ド
パ
パ
２
０
０
４ 

そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し
よ
う

　

日
曜
日
、
親
子
で
一
緒
に
そ

ば
粉
を
こ
ね
て
、
の
ば
し
て
切

っ
て
、
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

１
月　

日
�
午
前
９
時　

２５

１５

分
〜
午
後
２
時 

阿
佐
谷
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

） 

区
内
在
住
の
小

４７

１７

学
生
と
そ
の
保
護
者 

一
二
組

二
四
名
（
抽
選
） 

一
人
五
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
１
月　

日
１９

（
必
着
）
ま
で
に
消
費
者
セ
ン

タ
ー
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐

１６６

谷
南
１
―　

―
４
）
へ 

同
セ

３６

ン
タ
ー
�
３
３
１
４
‐
３
６
４

３
時

場
対

定
費

申

問

〈主婦の健康づくりヘルシーセミナー〉
会　 場内容／講師日　時

上井草保健
センター
(上井草３‐
８‐１９）

健康チェック～いきい
きすごすために何をど
れだけ食べたらいいの
？

１月
２０日�
午前１０時
～正午

西荻地域区
民センター
（桃井４‐
３‐２）

心地よい汗を流そう美
しい歩き方&ストレッ
チ／日本女子体育大学
講師　山岡　有美

２３日�
午前１０時
～正午

バランスのとれた１食
（５００k cal）を作って食べ
よう ！ （調理実習） ／管理
栄養士　江頭　紀行子

２７日�
午前１０時
～午後０
時３０分

上井草保健
センター

健康診査結果と食生活
のポイント～「健康で
生活していくには」み
んなで考えてみよう

３０日�
午前１０時
～正午

〈壮年期からの体力づくり〉
会　  場内容／講師月 日

ウエルネス杉
並（荻窪５‐
２０‐１・杉並
保健所４階）

筋力・体力づくり
の必要性～トレー
ニングの実際１／
パーソナルトレー
ナー　郡司　幸江

１月
２８日�

高円寺保健セ
ンター（高円
寺南３‐２４‐
１５）

基礎体力をつける
健康食について３０日�

ウエルネス杉
並　

筋力・体力づくり
の実践～トレーニ
ングの実際２／郡
司　幸江

２月
４日�

※時間はいずれも、午前１０時～正午。２８日、
４日は運動のできる服装と室内用運動靴持
参。

▲都立杉並高校吹奏楽部

▲高木　美保

〈環境リーダー養成講座〉
講　　師内　　　　容月日
�日本環境協
会青山事務所
長　中村　裕

開講式／自然環境＝地球規
模で起きている環境問題に
ついて考えます

１月
２７日

ＮＰＯ法人生
態教育センタ
ー理事長
小河原　孝生

合意形成＝意見のまとめ
方、問題解決のために何が
重要かを抽出する方法など
を学びます

２月
３日

区環境課職員

生活環境＝安全美化条例な
どについて、先進国の事例を
まじえながら、住みよいまち
杉並の実現を考えます

１０日

ＮＰＯ法人環
境研修フォー
ラム理事長

加治　隆

みどり＝二酸化炭素の吸
収、心に潤いを与える植物
の効用や自然生態系での役
割について学びます

１７日

松下電器産業
�環境本部
亀田　里香

家電製品から見た省エネ＝
企業の行っている環境対
策、最先端技術について学
び、私たちにできる省エネ
対策について考えます／会
場＝パナソニックセンター
（江東区有明２‐５‐１８）

２４日

市民バイオテ
クノロジー情
報室代表
天笠　啓祐

自然食品＝農薬など化学物
質の功罪、遺伝子組替え、環
境ホルモンなど食品を取り
巻く環境について学びます

３月
２日

環境カウンセ
ラー
山室　京子

グループ研究発表／閉講式１６日

※時間はいずれも、火曜日の午後２時～５時。
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障
害
者
の
た
め
の
そ
ば

打
ち
教
室

　
 

２
月
８
日
�
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
２
時 

障
害
者
福
祉

会
館 

手
打
そ
ば
研
究
家
・
内

沢
恵
治 

区
内
在
住
の
障
害
者

と
そ
の
介
助
者 

一
五
名
（
抽

選
） 

六
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
に
障
害
の
状
況
も
書
い

て
、
１
月　

日
（
消
印
有
効
）

２７

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営

協
議
会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６８

時

場

師
対

定

費

申

７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

へ 

同
事
務
局
�
３
３
３
２
‐

６
１
２
１
�
３
３
３
５
‐
３
５

８
１ 

手
話
通
訳
あ
り

�
家
族
介
護
教
室 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
―
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
っ
て
な
に
？
ふ
れ
あ
い

の
家
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
 

１
月　

日
�
・　

日
�
い

２９

３０

ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
） 

区

問
他

時
場

対

内
在
住
・
在
勤
の
方 

各
日
七

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
阿

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着
順
）

�
講
演
と
映
画
の
会 

慢
性
肝
炎
て
ど
ん
な
病
気
？

　
 

２
月
５
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
（
１
時
開
場
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

・ 

�
講
演
（
河
北
総
合
病

院
副
院
長
・
尾
形
逸
郎
）
�
映

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
―
寅
次
郎

忘
れ
な
草
」 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
区
医
師
会

�
３
３
９
２
‐
４
１
１
４

食
べ
る
こ
と
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
―
な
ぜ 
嚥  
下 
障
害
が
お

え
ん 

げ

こ
る
の
か
？

　
 

１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

３
時　

分 

浜
田
山
会
館
（
浜

３０

田
山
１
―　

―
３
） 

キ
ュ
ー

３６

定

費

申

問

時

場

内

師

費

申

問

時

場

師

ピ
ー
�
・
伊
藤
滋 

三
〇
名 

無
料 

・ 

１
月　

日
か
ら
電

１３

話
で
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
ケ
ア　

浜
田
山
�
５
３
５

２４

７
‐
４
９
４
４
へ
（
先
着
順
）

 　
 

・ 

右
表
の
と
お
り 

社

定

費

申

問

� 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
ん
あ
い
サ
ー
ビ
ス 

基
礎
介
護
講
座

（ 福 ）時

内

場

〈さんあいサービス 基礎介護講座〉
内 　　　　  容日  時

お年寄りのかかり易い病気と介
護／介護方法と実習１～体位変
換  寝衣交換  移動 車いす介助

２月４日�
午前９時～
午後４時

バランスのとれた食事と献立／
介護方法と実習２～食事介助  清
潔  排せつ介助  オムツ交換 便利
な介護用品について

　  ５日 �
午前９時～
午後４時

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区
立
学
校
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
・
事
務
補
助
嘱
託
員

◇
給
食
調
理
補
助
パ
ー
ト

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
給
食
を

実
施
す
る
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時

１５

間
）
▽
勤
務
内
容
＝
給
食
作
業

の
補
助
業
務
▽
募
集
人
数
＝
一

五
名
程
度
▽
時
給
＝
一
一
二
〇

円
（　

年
度
予
定
）
▽
備
考
＝

１６

有
給
休
暇
、
健
康
診
断
、
被
服

貸
与
あ
り
。
交
通
費
支
給
（
月

内

額
一
万
円
限
度
）、社
会
保
険
全

員
加
入
。
一
年
任
用
（
二
回
ま

で
更
新
可
）

◇
用
務
補
助
パ
ー
ト

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
平
日
お

よ
び
教
育
委
員
会
の
指
定
す
る

日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
３

３０

時　

分
（
実
働
六
時
間
）
▽
勤

１５
務
内
容
＝
一
般
用
務
▽
募
集
人

数
＝
若
干
名
▽
時
給
＝
一
〇
七

〇
円
（　

年
度
予
定
）
▽
備
考

１６

＝
有
給
休
暇
、
健
康
診
断
、
被

服
貸
与
あ
り
。交
通
費
支
給（
月

額
一
万
円
限
度
）、社
会
保
険
全

員
加
入
。
一
年
任
用
（
二
回
ま

で
更
新
可
）

◇
施
設
管
理
パ
ー
ト

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
原
則
と

し
て
隔
日
勤
務
。
平
日
＝
午
後

４
時
〜　

時
（
実
働
六
時
間
）、

１０

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
＝
午
前
８

時
〜
午
後　

時
（
実
働
一
三
時

１０

内内

間
）
▽
勤
務
内
容
＝
校
内
巡
回

や
施
錠
・
校
庭
開
放
の
受
付
な

ど
機
械
警
備
校
で
の
勤
務
▽
募

集
人
数
＝
若
干
名
▽
時
給
＝
一

一
六
〇
円
（　

年
度
予
定
）
▽

１６

備
考
＝
有
給
休
暇
、健
康
診
断
、

被
服
貸
与
あ
り
。
交
通
費
支
給

（
月
額
一
万
円
限
度
）。一
年
任

用
（
二
回
ま
で
更
新
可
）

◇
学
校
警
備
パ
ー
ト

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
教
育
委

員
会
の
指
定
す
る
日
。
月
一
〇

日
程
度
。
平
日
＝
午
後
４
時
〜

翌
朝
８
時　

分
（
仮
眠
五
時
間

４５

四
五
分
・
実
働
一
〇
時
間
）、
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
＝
午
前
８
時

　

分
〜
翌
朝
８
時　

分
（
仮
眠

１５

４５

五
時
間
・
実
働
一
八
時
間
）
▽

勤
務
内
容
＝
校
内
巡
回
や
施

錠
・
校
庭
開
放
の
受
付
な
ど
学

校
の
警
備
▽
募
集
人
数
＝
若
干

名
▽
時
給
＝
一
一
六
〇
円
（　
１６

内

年
度
予
定
）
▽
備
考
＝
有
給
休

暇
、
健
康
診
断
、
被
服
貸
与
あ

り
。
交
通
費
支
給
（
月
額
一
万

円
限
度
）。
一
年
任
用（
二
回
ま

で
更
新
可
）

◇
事
務
補
助
嘱
託
員

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
実

３０

１５

働
八
時
間
）
月
一
六
日
勤
務
▽

勤
務
内
容
＝
学
校
事
務
全
般
の

補
助
業
務
▽
募
集
人
数
＝
若
干

名
▽
月
額
報
酬
＝
一
一
万
八
一

〇
〇
円（
一
六
年
度
予
定
）▽
備

考
＝
有
給
休
暇
、
健
康
診
断
あ

り
。交
通
費
支
給（
月
額
一
万
円

限
度
）。
社
会
保
険
全
員
加
入
。

一
年
任
用（
五
回
ま
で
更
新
可
）

☆

　
 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
に

希
望
職
種
を
記
入
し
、
１
月　
２６

日
（
必
着
）
ま
で
に
学
校
運
営

課
職
員
係（
区
役
所
東
棟
六
階
）

内申

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
係 

採
用
は
４
月
１
日
で
す
。
採
用

の
可
否
は
、
郵
送
で
３
月　

日
２１

ま
で
に
通
知
す
る
予
定
で
す

区
立
学
校
非
常
勤
栄
養
士

　
 

勤
務
日
・
時
間
＝
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
実

３０

１５

働
八
時
間
）
月
一
六
日
勤
務
▽

勤
務
内
容
＝
学
校
給
食
の
栄
養

と
衛
生
の
管
理
お
よ
び
指
導
な

ど
▽
応
募
資
格
＝　

年
４
月
１

１６

日
現
在
、
栄
養
士
の
有
資
格
者

ま
た
は
取
得
見
込
の
方
で　

歳
６５

未
満
の
方
▽
募
集
人
数
＝
若
干

名
▽
月
額
報
酬
＝
一
四
万
五
八

〇
〇
円
（
一
六
年
度
予
定
、
年

齢
な
ど
に
よ
り
加
算
あ
り
）
▽

備
考
＝
有
給
休
暇
、健
康
診
断
、

被
服
貸
与
あ
り
。
交
通
費
支
給

（
月
額
四
万
五
五
〇
〇
円
限

度
）。
社
会
保
険
全
員
加
入
。
一

問

他

内

年
任
用
（
五
回
ま
で
更
新
可
）

　
　
　
　
　

☆

　
 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
に

非
常
勤
栄
養
士
希
望
と
明
記

し
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２６

に
学
校
運
営
課
職
員
係
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参 

同
係

統
計
調
査
員

　

国
の
統
計
調
査
に
つ
い
て
、

事
前
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員

は
、
そ
の
調
査
期
間
、
非
常
勤

の
公
務
員
と
し
て
従
事
し
、
報

酬
も
支
払
わ
れ
ま
す
。
今
年
６

月
に
は
事
業
所
を
対
象
と
し
た

調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
統
計
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
 

・ 

区
民
生
活
部
管
理
課

統
計
係
へ

申
問

申

問

　

介
護
強
化
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス

は
、
全
室
個
室
で
一
〇
名
の
グ

ル
ー
プ
を
生
活
の
単
位
と
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
事
業
者
は
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
特
定
施
設
入
所
者

生
活
介
護
の
指
定
を
受
け
運
営

し
ま
す
。
入
居
対
象
者
は
、
原

則
と
し
て
要
介
護
１
以
上
の
区

民
の
方
で
す
。
入
居
者
の
月
額

負
担
は
、
要
介
護
度
な
ど
に
よ

り
、一
七
万
円
〜
二
〇
万
円（
所

得
に
応
じ
て
減
額
あ
り
）
程
度

で
す
。
こ
の
事
業
は
、
区
が
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
 

所
在
地
＝
今
川
２
―
５
―

　

▽
運
営
事
業
者
＝
�
ベ
ネ
ッ

１８セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア 

五
〇
名

（
抽
選
） 

申
込
書
を
郵
送
で
、

２
月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に
�

ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
・
ベ

ネ
ッ
セ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
今
川
開
設

準
備
室
（
〒　

‐
０
０
０
２
渋

１５０

谷
区
渋
谷
２
―　

―
３
渋
谷
東

２２

口
ビ
ル
二
階
）
へ 

資
料
・
申

込
書
請
求
＝
同
準
備
室
�
５
３

０
３
‐
１
１
６
５
（
午
前　

時
１０

〜
午
後
６
時
、
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
可
）
／
事
業
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
＝
保
健
福
祉
部
管
理

課
計
画
推
進
担
当 

２
月
１
日

�
〜
３
日
�
は
、
現
地
で
相
談

を
受
付
ま
す（
予
約
制
）。
同
準

備
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

�
職
員
募
集

◇
常
勤
･
非
常
勤
介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
入
居
者
の
介

護
▽
勤
務
日
な
ど
＝
常
勤
は
四

週
八
休
の
シ
フ
ト
制
（
夜
勤
あ

り
）、非
常
勤
は
週
二
〜
三
日
以

内

定

申

問他

内

上
の
勤
務
（
夜
勤
な
し
）
▽
資

格
＝
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
（
取

得
見
込
者
可
）
▽
給
与
＝
常
勤

＝
月
給
一
九
万
円
以
上
（
夜
勤

手
当
含
む
）
そ
の
他
手
当
あ
り

／
非
常
勤
＝
時
給
九
三
〇
円
そ

の
他
手
当
あ
り 

常
勤
二
〇
名

程
度
・
非
常
勤
五
名
程
度

◇
受
付
事
務

　
 

勤
務
内
容
＝
受
付
・
事
務

（
出
納
管
理
、パ
ソ
コ
ン
操
作
、

庶
務
事
務
）
▽
勤
務
日
＝
月
一

五
日
前
後
▽
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方
▽
給
与
＝
時

給
八
五
〇
円 

二
名

◇
業
務
ス
タ
ッ
フ

　
 

勤
務
内
容
＝
庶
務
・
修
繕
・

業
務
車
（
ワ
ゴ
ン
車
）
の
運
転

な
ど
▽
勤
務
日
＝
月
五
〜
一
〇

日
程
度
▽
資
格
＝
要
普
通
免

許
・　

歳
く
ら
い
ま
で
▽
給
与

６５

＝
時
給
七
一
〇
円 

二
名

☆

　
 

・ 

電
話
で
、
�
ベ
ネ
ッ

セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
採
用
セ
ン
タ

ー
�
０
１
２
０
‐
２
２
‐
１
１

６
５
へ
（
平
日
午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
）

３０

◇
看
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
入
居
者
の
看

護
･
健
康
管
理
全
般
▽
勤
務
日

＝
四
週
八
休
▽
勤
務
時
間
＝
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

（
夜
勤
な
し
）▽
資
格
＝
正
看
護

師（
臨
床
経
験
五
年
以
上
）▽
給

与
＝
月
給
二
八
万
五
〇
〇
〇
円

以
上（
オ
ン
コ
ー
ル
手
当
含
む
）

 

二
名 

・ 

電
話
で
、
�
ベ

ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
人
材
育

成
室
�
５
７
６
６
‐
９
８
０
７

へ
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を
郵
送

定

内

定

内

定

申

問

内
定

申

問

介
護
強
化
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス

ベ
ネ
ッ
セ  
ケ
ア
ハ
ウ
ス
今
川　

入
居
者
・
職
員
募
集

４月
開設

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　今年度は、９月２９日～１０月５日の一週間を中心期間
とし、区内全域にわたって行われました。参加団体数
は約２５０団体、参加人数は１万１０００人を超え、幼児か
ら高齢者まで幅広い年齢層の参加がありました。また、
１０月１日から施行された安全美化条例による路上禁煙
地区の指定もあり、商店会の参加が増えました。特に、
安全美化条例の施行以来、たばこの吸い殻が一部の地
域で激減したという報告がありました。
　参加した皆さん、ありがとうございました。　

会
福
祉
会
館
四
階 

地
域
の
助

け
合
い
の
た
め
に
学
び
た
い
方

で
両
日
出
席
で
き
る
方 

二
〇

名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に

申
し
込
み
理
由
も
書
い
て
、
１

対

定

費

申

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並

２３
区
社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん
あ
い

サ
ー
ビ
ス
係
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７
社
会

１６

福
祉
会
館
五
階
）
へ 

同
係
�

５
３
０
６
‐
３
１
３
１ 問

 １月１９日�～２３日� 区役所１階ロビー時 場

◇写真展を開催します◇

杉並・わがまちクリーン大作戦
活動報告  環境課問

区内の施設に救援金箱を設
置（１月３０日まで）していま
す。皆さんのご協力をお願
いします。
【設置場所】区役所１階ロ
ビー、地域福祉係、各区民
事務所・分室・駅前事務所
◇日本赤十字社でも募金を
行っています
【入金方法】郵便振替で
「００１１０‐２‐５６０６」日本赤
十字社あて入金してくださ
い（振替用紙の通信欄に「イ
ラン南東部地震救援金」と
明記してください）。手数料
は無料
【受付期間】１月３０日まで
　   　　　　 地域福祉係問

ご協力ください！

イラン南東部地震
救援金



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

NO.1664●５ 平成１６（２００４）年１月１１日（日曜日）

〈区立保育園パートタイマー・アルバイト〉
● パートタイマー

資 格 ・
そ の 他勤務日数時　給勤　務　時　間職務内容募集

人数
職
種

資格不要、
交通費支給
（月額１万
円限度）、雇
用保険加入
（週２０時間
以上勤務）、
有給休暇、
定期健康診
断、被服貸
与あり

調理補助�、用
務補助＝週５日
保育補助�＝週
１日
その他＝週６日

勤務時間４時間
以上の場合は、
交替制もあり
（保育補助は週
３日、調理補助・
用務補助は週２
日または３日、
希望者のみ）

���
��＝
１２３０円

���
�＝
１１２０円

�午前７時３０分～９時３０分
�午前７時３０分～１０時３０分
�午前９時～午後１時
�午前９時～午後２時４５分（※１）
�午前９時～午後２時４５分（※２）
�午後１時～５時
�午後３時３０分～６時３０分
�午後４時３０分～６時３０分
�午後４時３０分～７時３０分

主に保育士
の補助

　

〜　

名
程
度

１３０

１５０
保
育
補
助

１１２０円�午前９時～午後２時４５分（※１）
�午後４時１５分～７時１５分

主に給食・
補食などの
調理補助

　

名
程
度

２０調
理
補
助

１０７０円午前９時～午後２時４５分（※１）主に園の清
掃

　

名
程
度

１５用
務
補
助
（注）※１＝休憩４５分を含む。２＝休憩４５分を含み、勤務は土曜日のみ。時給は１６年度予定額。

● アルバイト
資　　格時給勤務日数勤務時間職務内容募集人数職種

保育士の有資
格者１０３０円

月２０日
（日曜日・
祝日を除
く）

午前８時３０
分～午後５
時１５分の間
の指定する
時間（実働
４ ～ ８ 時
間）

産 休、病
休などの
代替職員

５０　名
程　度

保
育
士

幼稚園・学校
教員などの有
資格者（※）

９５０円

不要９５０円若干名調理
９１０円若干名用務

（注）※＝資格がない方でも応募可。時給は１６年度予定額。交通費の支給はなし。

区
立
保
育
園
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト

◇
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か

ら
一
年
間（
二
回
ま
で
更
新
可
）

▽
勤
務
内
容
な
ど
＝
左
表
の
と

お
り

◇
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
〜

９
月　

日
ま
で
の
間
で
、
一
カ

３０

月
〜
六
カ
月
。（
一
日
七
時
間
以

上
勤
務
で
雇
用
期
間
が
二
カ
月

を
超
え
る
場
合
は
、
社
会
保
険

加
入
）
▽
勤
務
内
容
な
ど
＝
左

下
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　

☆

　
 

高
校
生
以
下
不
可 

写
真

を
は
っ
た
履
歴
書
に
希
望
職

種
・
勤
務
時
間
な
ど
必
要
事
項

内内対

申

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
交
替
制

希
望
者
は
そ
の
旨
も
）
を
書
い

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
希
望
で
保
育

士
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
資
格

証
明
書
の
写
し
も
添
え
て
、
郵

送
＝
１
月　

日
（
消
印
有
効
）、

２２

持
参
＝　

日
ま
で
に
保
育
課
管

２３

理
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ

 

同
係 

�
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
�
採
用
の
可
否
は
、

郵
送
で
３
月　

日
ま
で
に
通
知

１０

の
予
定
�
採
用
時
に
所
定
の
健

康
診
断
書
（
自
己
負
担
）
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

区
立
幼
稚
園
児
欠
員
募
集

◇
４
月
入
園
希
望
の
新
５
歳
児

　
 
　

年
４
月
２
日
〜　

年
４

１０

１１

月
１
日
生
ま
れ
で
区
内
に
保
護

者
と
住
ん
で
い
る
集
団
生
活
の

問

他

対

で
き
る
幼
児 

２
月
２
日
�
・

３
日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
に
学
務
課
学
事
係
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
で
受
付
（
郵
送
、

電
話
申
し
込
み
は
不
可
） 

�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
２
月

６
日
�
に
抽
選
�
締
め
切
り

後
、
定
員
に
満
た
な
い
幼
稚
園

は
、
２
月
９
日
�
以
降
随
時
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

◇
中
途
入
園

　

欠
員
の
あ
る
幼
稚
園
で
は
転

居
な
ど
で
中
途
入
園
を
希
望
す

る
方
を
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
 

区
内
に
保
護
者
と
住
ん
で

い
る
集
団
生
活
の
で
き
る
幼
児

／
�
新
４
歳
児
＝　

年
４
月
２

１１

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
�

１２

現
４
歳
児
＝　

年
４
月
２
日
〜

１０

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
�
現
５

１１歳
児
＝
９
年
４
月
２
日
〜　

年
１０

４
月
１
日
生
ま
れ 

直
接
、
希

望
の
幼
稚
園
へ
（
各
園
の
連
絡

先
は
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
） 

新
５
歳
児

の
欠
員
募
集
に
伴
い
、
現
４
歳

申

他

対

申他

方
）
▽
回
収
期
間
＝
１
月　

日
２０

〜
３
月　

日 

社
会
教
育
セ
ン

３１

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

ま
た
は
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
�

３
３
９
４
‐
９
４
８
２

建
築
無
料
相
談
会

　

天
沼
三
丁
目
地
区
（
密
集
事

業
地
区
）で
は
、老
朽
住
宅
な
ど

を
良
好
な
共
同
住
宅
に
建
替
え

る
方
に
、
建
設
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
場
合
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
建
築
に
関
す
る
相
談

を
�
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協

会
杉
並
支
部
員
（
住
ま
い
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
協
力
員
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）が
お
受
け
し
ま
す
。

　
 

１
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１７

４
時　

分 

旧
天
沼
出
張
所
別

３０

館
和
室
（
天
沼
３
―　

―　

）

３４

３８

 

天
沼
三
丁
目
に
お
住
ま
い
の

方 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ま

問

時

場

対
申

問

ち
づ
く
り
推
進
課

小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
利
子
補
助

　
 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
�　

年
１
月
１
日
〜　

月

１３

１２

　

日
ま
で
に
国
民
生
活
金
融
公

３１庫
か
ら
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
の
融
資
（
マ
ル
経
融
資
）
を

受
け
た
区
内
小
規
模
事
業
者
の

方
�
マ
ル
経
融
資
の
申
込
時

に
、
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以

上
主
た
る
事
業
所
（
法
人
の
場

合
は
本
店
登
記
）
が
あ
り
、
区

内
で
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

方 

補
助
額
＝
融
資
額
が
五
五

〇
万
円
以
内
で
、
国
民
生
活
金

融
公
庫
に
支
払
っ
た
利
子
（　
１５

年
１
月
１
日
〜　

月　

日
分
。

１２

３１

延
滞
利
子
を
除
く
）の　

％（
一

３０

〇
〇
円
未
満
切
り
捨
て
） 

事

前
に
電
話
連
絡
の
上
、
１
月　
２１

日
〜
２
月　

日
ま
で
に
経
済
勤

２７

対内

申

労
課
商
工
係
へ 

同
係

中
国
語
に
よ
る
外
国
人
相
談

を
毎
週
火
曜
日
午
後
も
開
設

　

区
政
相
談
課
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
で
は
、
外
国
人
の
日
常

生
活
の
悩
み
や
区
政
に
関
す
る

相
談
を
、
英
語
（
毎
週
火
曜
日

午
前
と
木
曜
日
午
後
）
と
中
国

語
（
毎
週
木
曜
日
午
前
）
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

中
国
語
に
よ
る
相
談
を
毎
週
火

曜
日
午
後
に
も
開
設
し
ま
す
。

　
 

い
ず
れ
も
午
前
は　

時
〜

１０

正
午
、
午
後
は
１
時
〜
４
時 

区
政
相
談
課

　

月　

日

１２

２１

付
広
報
６

面
表
中
、
１
ト
ン
あ
た
り
行
政

コ
ス
ト
純
額
（
千
円
）
は
、
１

ト
ン
あ
た
り
行
政
コ
ス
ト
純
額

（
円
）
の
誤
り
で
し
た
。

問

時

問

児
の
中
途
入
園
募
集
は
、
２
月

２
日
�
〜
６
日
�
は
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
せ
ん 

学
務
課

学
事
係
ま
た
は
各
幼
稚
園

高
円
寺
「
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
」
出
展
者

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２０

８
時
、　

日
�
正
午
〜
午
後
６

２１

時
（
予
定
・
区
後
援
） 

高
円

寺
北
会
議
室
（
高
円
寺
北
３
―

　

―
９
）
ほ
か 

募
集
対
象
＝

２５ア
ー
ト
活
動
で
生
計
を
立
て
よ

う
と
本
気
で
志
し
て
い
る
作
家

（
住
所
・
国
籍
・
性
別
・
年
齢
・

プ
ロ
・
ア
マ
な
ど
一
切
問
わ
ず
。

作
品
の
展
示
を
通
じ
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
た
い
方
、
作
る

喜
び
を
伝
え
た
い
方
）
▽
参
加

費
＝
三
〇
〇
〇
円
（
予
定
・
基

本
的
に
作
品
の
売
上
は
全
額
本

人
の
も
の
と
し
ま
す
） 

作
品

の
内
容
の
わ
か
る
資
料
（
作
品

数
・
大
き
さ
・
活
動
歴
・
ど
ん

な
思
い
で
活
動
を
し
て
い
る

か
・
だ
れ
に
見
せ
た
い
の
か
・

未
来
へ
の
意
欲
な
ど
、
具
体
的

に
）
に
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性

別
・
年
齢
・
連
絡
先
（
住
所
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
）
も
書
い
て
、
１
月　

日
２０

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
・
渡

辺
（
〒　

‐
０
０
３
４
中
野
区

１６５

大
和
町
４
―　

―　

）
へ
。
出

４２

１４

展
者
は
選
考
の
う
え
決
定
し
、

２
月
上
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す

 

同
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐

７
９
３
５
、Ｅ
メ
ー
ルh

iro
s
h

i-w
@
p
o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

 

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.h
e
a
rt-to

-a
rt.n
e
t

/

�
応
募
資
料
は
原
則
と
し
て

返
却
し
ま
せ
ん
。
返
却
を
希
望

す
る
方
は
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

問

時

場

内

申

問他

 
�
ご
存
知
で
す
か 

み
ど
り
の
協
定
制
度

◇
み
ど
り
の
育
成
協
定

　

区
で
は
敷
地
が
一
〇
〇
〇
�

以
上
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
、
私
立

学
校
な
ど
の
緑
化
を
、
苗
木
の

供
給
な
ど
に
よ
り
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。
敷
地
の
管
理
者
等

の
方
が
、
区
と
緑
化
に
関
す
る

協
定
（
お
お
む
ね
五
年
間
）
を

結
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
生
け
が
き
協
定

　

景
観
上
一
体
性
を
も
つ
生
け

が
き
・
フ
ェ
ン
ス
緑
化
・
植
樹

帯
（
長
さ
一
〇
ｍ
以
上
）
の
保

全
・
育
成
に
関
す
る
協
定
を
、

所
有
者
同
士
で
結
び
区
が
認
定

し
た
場
合
、
育
成
に
対
す
る
支

援
を
し
ま
す
。

　
 

公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計

画
係

�
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
寺
子
屋
運
動 

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
―
世
界
の

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
―

　

使
わ
な
か
っ
た
年
賀
ハ
ガ
キ

や
書
き
損
じ
た
官
製
ハ
ガ
キ
の

寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
寄
付
は
イ
ン
ド
・
ネ
パ

ー
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
・
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
識
字
教
育

支
援
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
寺
子
屋

運
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
 

�
持
参
＝
回
収
箱
設
置
場

所
＝
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区

民
集
会
所
、
区
民
事
務
所
・
分

室
・
駅
前
事
務
所
、
ゆ
う
杉
並
、

児
童
館
�
郵
送
＝
杉
並
ユ
ネ
ス

コ
協
会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
１
本
天
沼
３
―　

―
９
国
島

１１

問申

�都民体育大会予選会
◇バスケットボール
　 ２月８日～４月１１日の日曜・祝日午前９時～午後９時 区内体育館 区内
在住・在勤・在学で編成されたチーム（学連登録チームと高校生以下は除く） 
１チーム２０００円（代表者会議で納入） ハガキにチーム名、男女の別、代表者の
氏名・住所・電話番号、ユニホームの色を書いて、１月２９日（必着）までに区バ
スケットボール連盟・藤田理（〒１６６‐０００１阿佐谷北４‐１７‐１６）へ 同連盟・
藤田�３３３８‐０４１２ 代表者会議を２月３日�午後６時３０分から荻窪体育館（荻窪
３‐４７‐２）で行います
◇ライフル射撃
　 ２月２２日�・３月２１日�午前９時～午後４時 埼玉県長瀞総合射撃場（埼玉
県秩父郡長瀞町野上下郷２３９５‐１） 種目＝５０ｍ３×４０ＭＷ、５０ｍＰ６０ＭＷ、１０ｍ
Ｓ６０ＭＷ、１０ｍＰ６０ＭＷ、１０ｍＡＰＭＷ（１人２種目まで） 区内在住・在勤・在学
または区ライフル射撃協会会員で銃所持許可者 ＳＢの部４０００円、ＡＲの部２０００
円 ２月１日（必着）までに郵便振替用紙の通信欄に参加種目を記入し、「００１１０‐
７‐４８３６１杉並区ライフル射撃協会事務局」へ振込み 同協会・全�３３１８‐０１２０

 

�尾瀬岩鞍スキー教室
　 ２月２０日�午前７時３０分出発～２２日�午後９時３０分着、往復貸し切りバス
（区後援） 尾瀬岩鞍スキー場 区内在住・在勤・在学の初級者以上の方（スキ
ーが初めての方を除く） ４０名（先着順） 区スキー連盟会員＝３万５０００円、一
般参加者＝３万７０００円 ・ ハガキ、ファクス、Eメールで、参加希望者全員の
氏名・年齢・生年月日・性別・学年・電話番号を記載の上、２月６日(必着)まで
に区スキー連盟・水沼稔（〒１６６-０００１阿佐谷北１‐１８‐１８ �・�３３３７‐６９９４（午
後８時～１１時）Ｅメール mmizu@sepia.ocn.ne.jp）へ仮申し込みをした後、指定
申込書に必要事項を記入し参加費を振込んでください

時 場 対
費

申

問
他

時 場
内

対
費

申
問

スポーツ教室

時
場 対

定 費
申 問

競技大会
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訂
正
と
お
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　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
１
〜
３
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
１
〜
３
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈１～３月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１月１９日５００円
２月２・９・１６・２３日、
３月１日
　　　　　午後１時～３時

初心者ヨガ教室～運動不足の解消、健康維持のため／榎本
美代子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３５）

1月２０日無料２月２・９・１６・２３日
午後１時３０分～３時３０分

初めての英会話～簡単な日常の英会話から習う講座です。英語
を話せる方はご遠慮ください／デービット・ヴォッコス （２０）

１月１９日
１００円

（保険料を
　含む）

２月２日　午後６時～８時
トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行の
ため３�×２．５�の写真１枚持参）／岩月華子

（１６歳以上・１０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

１月２６日５００円２月９・１６・２３日
　午後１時３０分～３時３０分

初心者マジック入門～日用品をを使っての簡単なマジック
講座/ダーク浜　　　　　　　　  　　　　　　　　　（２０）

１月２６日
８０円（保険
料）・毎回貸
靴代３００円

２月１７・２４日、
３月２・９日
午前９時３０分～１１時３０分

初体験のボウリング～楽しさ、若さ、そして爽快!／荻窪ユ
アボウル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

　　無料１月１７日　午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／こうばこの会　（参加自由）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

１月２６日
１１００円
（保険料を
　含む）

２月１４日
午前１０時～午後３時３０分

一味違った温かいお料理～家庭で作るロールキャベツを一
味工夫したお料理とデザートを入れて５品目つくります／
増野妙子　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　 （３０）

２月１日２００円２月２１・２８日、３月１４・２７日
　　　午後１時～３時

美しい韓国語～簡単な日常会話を楽しく学びながら、観光・
伝統衣装なども紹介します／山田允愛　　　　　　　（５０）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１月２０日１００円（保険
料・参加費）

２月５・１２ ・１９・２６日
午前１１時～午後１時

フォークダンス教室～寒い冬、音楽にのり楽しく踊り、身
体を温めませんか／木村公子　　　　　　　　　　（４０）

１月２３日１５００円
（材料費）

２月１３・２７日、
３月１２日
　　　　 午前１０時～正午

ラッピング講座～目的にあわせて、こころをこめたあなた
だけのラッピングをたのしんでみませんか（バースデー、バ
レンタインデー、ひな祭りなど） ／大田光子　　    （２８）

１月２５日
２１００円（資
料代・材料
費・保険料）

２月７・１４日 
午後１時３０分～３時３０分

ステンドグラス入門～暮らしを彩るステンドグラスを作っ
てみませんか？バレンタインデーにちなんだバラ模様のハ
ート形窓飾りです／松本剛　　　　　　　　　　（２０）

１月３０日１００円程度
（資料代）

２月１８日 
午後１時３０分～３時３０分

ドイツに学ぼう「ごみ」減らし！～「ごみ」を出してから
処理を考えるのではなく、ごみを元から断つ国、ドイツ。
次の世代に少しでもきれいな地球を渡すため、一緒に考え
ませんか？／服部美佐子　　　　　　　　　　　　 （３０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）
電話で、
１月１１日
～２０日に
同センタ
ーへ

無料１月２１・２９日（計２回）
午前１０時～正午

生活情報講座「知らないと損をする！」～�こんなときど
うするの？あなたを狙う悪質商法の手口�食品に潜む危険
！偽表示・あぶない農薬・添加物／�区立消費者センター・
全国消費生活相談員協会 �杉並区消費者グループ連絡会・
小池信子　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （２０）

１月３１日１６００円２月１２日
午後１時３０分～３時３０分

初めての七宝焼き～かわいい猫のブローチを作ります。　
作る人によって個性あふれる一品が仕上がります。額に入
れてもよし、ネックレスにもできます（エプロン持参）／
小泉雅子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

１月２６日２００円（保
険料ほか）

２月１７日午後２時～４時、
２月２４日、３月２・９日
午前１０時～正午（計４回）

初めての気功～気功とはどういうものか、また奥が深いと
いうことを知っていただきます（軽い運動ができる服装で）
／長岡帰山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）

　　無料※
２月１４・２８日

午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則と
して１人１点、先着順）／松尾達也ほか　　　（参加自由）

�四宮区民集会所（申し込みは、井草地域区民センターへ）

１月２６日無料２月９・１６日（計２回）　
　午前１０時～正午

現代井草の子育て～様々な情報が氾濫する社会。まだ未熟
な子どもを愛し、守り育ていくということを、保護司とし
て活躍している講師と共に考えてみましょう／小峰すす
き・古畑弥栄子　　　　　　　　　　　　　　　     （２０）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１月２１日

１００円（参加
費）、２０００円
（材料費・
親子ペア）

２月２１・２８日
３月６・１３日

午前１０時～正午

親子で楽しむ文字遊び、筆遊び／穂刈真利子
（小学校１年生から・親子ペア１０組）

１月２６日１００円２月５・１２・１９日
午後１時３０分～３時３０分

血騒ぎ肉踊る三銃士・岩窟王の世界～父デュマの描く正義
と復讐のロマンを楽しむ／浦野進　　　　　　　　　（５０）

１月２１日
１２０円

（保険料を
含む）

２月１７日　
午前１０時～午後１時

２月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／高橋悦子

（１６歳以上・１０）

　　
１００円（ト
レーニング
室使用料）

２月１７日
午後２時～４時

トレーニング相談日～トレーナーが駐在しトレーニングの
相談に応じます／高橋悦子　　　　　(講習会修了者対象)

　　無料２月５・１２・１９・２６日
午後３時３０分～４時

おはなし広場～絵本の読み聞かせ・工作など／上高井戸児
童館読み聞かせグループ・ジルベルトの会・杉並こどもの
本の会・ムーミン母親クラブ　　　　　　　　（参加自由）

�上高井戸区民集会所（申し込みは、高井戸地域区民センターへ）

１月２０日２１００円
２月６・２０日、
３月５・１９日

午前１０時～正午

キルトサークル・ＣＯＬＯＲ　ＳＣＬＡＭＢＬＥ（カラー
スクランブル）～お花咲いた～春を待つミニタペストリー
／橋本直子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）
※は、実費がかかる場合があります。

（
８
日
は
午
後
３
時　

分
ま

３０

で
）
▽
も
ち
つ
き
大
会
＝
８
日

�
午
前　

時　

分
〜
（
も
ち
の

１０

３０

販
売
は　

時
〜
） 

お
も
ち
一

１１

皿
、
と
ん
汁
一
杯
各
一
〇
〇
円

（
な
く
な
り
次
第
終
了
） 

当

日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ 

�

お
も
ち
の
つ
き
手
を
募
集
し
て

い
ま
す
�
介
助
犬
も
来
ま
す

  
い
ざ
と
い
う
と
き
の
救

急
法

　
 

２
月　

日
�
午
前
９
時　

２１

３０

分
〜
午
後
０
時　

分 

講
義
と

３０

実
技
（
後
日
認
定
証
交
付
） 

杉
並
消
防
署
職
員 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）、

一
〇
〇
円
（
保
険
料
・
切
手
代
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
で
、
１
月　

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

ふ
れ
あ
い
音
楽
会

　

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
、
心

あ
た
た
ま
る
音
楽
会
で
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１４

３
時　

分 

出
演
＝
タ
ペ
ス
ト

３０

リ
ー
（
オ
ー
ボ
エ
・
フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ほ
か
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
一
葉
の
文
学
と
そ
の
生
涯　

　

明
治
時
代
か
ら
今
も
読
み
つ

づ
け
ら
れ
て
い
る
樋
口
一
葉
、

新
五
〇
〇
〇
円
札
に
登
場
す
る

才
女
は
ど
ん
な
女
性
だ
っ
た
の

費

申他

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

師

対

定

費

申
時

内

費

申井  
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

で
し
ょ
う
。

　
 

２
月
６
日
�
・　

日
�
・

１３

　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
（
計

２０三
回
） 

原
田
勝
巳 

二
五
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
円
（
資
料

代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
１
月　

日（
必

２２

着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
講
演
会 

こ
の
温
泉
が
い
い
！ 

２
０
０
４

　

自
分
に
あ
っ
た
温
泉
を
見
つ

け
る
に
は
？
源
泉
に
こ
だ
わ
っ

た
極
め
つ
き
の
名
湯
を
紹
介
し

ま
す
。

　
 

２
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

温
泉
評
論

３０

家
・
石
川
理
夫 

八
〇
名 

一

〇
〇
円
（
資
料
代
） 

往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

２３

セ
ン
タ
ー
へ

中
高
年
の
海
外
旅
行
術　

　

海
外
旅
行
初
心
者
を
対
象
に

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
す
す
め
、
海

外
旅
行
・
滞
在
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ま
た
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ

と
な
ど
、
経
験
を
い
か
し
て
楽

し
く
解
説
し
ま
す
。

　
 

２
月
２
日
・
９
日
・　

日
・

１６

　

日
い
ず
れ
も
月
曜
日
の
午
後

２３１
時　

分
〜
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時　

分
（
計
四

３０

３０

回
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海
外
生
活
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
福
永
佳
津
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三
〇
名 

一
〇
〇
円
（
資
料
代
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２３

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

時

師

定

費

申
時

師
定

費

申

時
師

定

費

申

 
�
南
極
観
測
五
〇
周
年
記
念

映
画
（
ビ
デ
オ
）
と
講
演 

南
極
観
測
に
は
不
思
議

が
い
っ
ぱ
い
〜
雪
と
氷

の
世
界
に

　

南
極
観
測
で
の
幅
広
い
経
験

（
南
極
で
は
外
国
基
地
を
訪

問
）
と
深
い
研
究
の
中
か
ら
、

興
味
深
い
そ
の
一
端
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

２
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

元
第　

次
南
極
観
測
隊

４３

長
・
西
尾
文
彦 

一
〇
〇
名 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
師

定

費

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
１
月　

日（
必

２６

着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
�
あ
さ
が
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
す
く
ー
る 

講
演
会
・
生
涯
元
気
！
い

き
い
き
生
き
方
術
―
読
者

と
執
筆
陣
か
ら
見
え
た
こ
と

　

講
師
に
、
日
野
原
重
明
さ
ん

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
生
き
か
た

上
手
』
を
生
み
出
す
な
ど
、
中

高
年
に
人
気
の
雑
誌
「
い
き
い

き
」
編
集
長
・
片
寄
斗
史
子
さ

申

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ん
を
迎
え
ま
す
。
読
者
や
多
彩

な
執
筆
陣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

は
、
元
気
と
勇
気
が
わ
く
生
き

方
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時　

１７

３０

分
〜
４
時 

九
〇
名
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
・
二
名
ま
で
連
記

可
）
で
、
１
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
す
く
ー
る
」
係
へ

春
ま
つ
り

　
 

展
示
会
＝
２
月
７
日
�
･

８
日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

時

定

費

申

時

▲樋口　一葉
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�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

文
芸
講
演
会
「
新
選
組

の
事
情
通
に
な
る
�
」

　

お
な
じ
み
の
時
代
小
説
の
鬼

才
・
岳
眞
也
さ
ん
を
お
招
き
し

て
開
催
し
ま
す
。　

　
 

２
月
７
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

九

３０

荻  
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

定

〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る 

大
宮
八
幡
宮
と
周
辺
の

神
社
・
仏
閣
を
探
る
歴

史
散
策

　

神
社
・
仏
閣
の
歴
史
、
郷
土

の
地
名
の
由
来
や 
史  
蹟 
の
縁
起

し 

せ
き

費

申

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

を
探
る
、
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

　
 

３
月
６
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
１
時　

分 

コ
ー
ス
＝
永

３０

福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
↓

龍
光
寺
↓
熊
野
神
社
↓
貴
船
神

社
↓
文
殊
院
↓
大
宮
寺
跡
↓
杉

並
郷
土
博
物
館
↓
大
宮
八
幡
宮

↓
鞍
掛
の
松
↓
大
円
寺
↓
永
福

和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
２０

時

内

対

以
上
の
方 

五
〇
名
（
抽
選
）

 

六
〇
〇
円
（
昼
食
代
・
保
険

料
・
入
館
料
、
返
信
ハ
ガ
キ
に

記
載
し
た
期
限
内
に
納
入
の
こ

と
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
、
一
人
一
枚
、
た
だ

し
夫
婦
連
記
可
）
で
、
２
月　
１０

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
事
務
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く

ー
る
係
へ

定

費

申

広
が
れ
あ
そ
び
心
、
あ
そ

び
合
い
講
座
―
幼
児
表
現
あ

そ
び
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　

幼
児
一
人
ひ
と
り
が
創
造
的

に
自
己
表
現
で
き
る
遊
び
に
つ

い
て
考
え
、
子
ど
も
の
目
線
で

遊
び
あ
う
大
人
の
役
割
を
学

び
、
乳
幼
児
の
親
子
向
け
表
現

遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
っ
て
い

き
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

遊
び
・
劇
・
表
現
活
動
セ
ン

タ
ー
「
ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
」

専
任
ス
タ
ッ
フ
・
千
葉
知
江
子

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

三
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
に
応
募
動
機
も

書
い
て
、
１
月　

日
（
必
着
）

２６

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

１
歳

か
ら
の
託
児
あ
り
（
申
込
時
に

年
齢
・
性
別
・
名
前
を
明
記
）

時

場

内

師対
定

費

申

問

他

大
人
も
共
に
�
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
実
践
講
座

　

青
少
年
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
す
で

に
関
わ
っ
て
い
る
方
を
対
象
に

し
た
実
践
講
座
で
す
。

　
 

・ 

・ 

・ 

・ 

左
表

の
と
お
り 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

時

場

内

師

定

対

ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

参
加
も
可
） 

無
料 

・ 

電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
希
望
日

を
明
記
）
で
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
１
月　

日
、
少
年

１６

サ
ッ
カ
ー
は
２
月　

日
ま
で
に

１６

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

７
‐
６
６
２
１
�
３
３
１
７
‐

６
６
２
０
へ
（
先
着
順
）

費

申

問

〈大人も共に�青少年スポーツ実践講座〉
○ミニバスケットボール　　　　　　　　　 　 各４０名定

講　　師内　　　容会　場日　時

元実業団バス
ケットボール
チーム選手
井村　浩明ほ
か

児童チームの希望
指導内容を一緒に
実践します／基本
的ポイント指導と
参加者からの要望
を一緒に実践しま
す

区立小学
校体育館

午
前　

時
〜
正
午

１０

１月
１８日�

２５日�

２月
１日�

区立中学
校体育館８日�

○少年サッカー　　　　　　　　　　　　　 　 各３０名定

講　　師内　　　容会　場日　時
杉並少年サッ
カー連盟
　宮坂　拓弥
高井戸第四小
学校サッカー
クラブ監督　
　　石井　学

お母さん、お父さ
んのための講座。
ルールや簡単な練
習方法を学び、子
どもと共にサッカ
ーを楽しむことを
めざします。

高井戸第
四小学校
校庭

午
後
２
時
〜
５
時

２月
２９日�

方南小学
校校庭

３月
２０日�

※各会場とも、実技内容は同じです。

〈広がれあそび心、あそび合い講座〉

内　　　容会　場日　時

表現ワークショップ
１「自分自身の表現
をみつめる」

西荻地域区民
センター（桃井
４‐３‐２）

２月５日�
午前１０時～
正午

体験ワークショップ
Ａ「１～３歳親子の
表現ワークショップ
『チチンプイ』にスタ
ッフとして参加」

武蔵野市立中
央コミュニテ
ィセンター（武
蔵野市中町３‐
５‐１７・予定）

　　１２日�
午前９時３０
分～午後１
時３０分

表現ワークショップ
２「対象（親子）をみ
つめる」「相手の表現
を受ける」西荻地域区民

センター

　　１９日�
午前１０時～
正午

表現ワークショップ
３「あそびあう、やり
とりの表現」

３月４日�
午前１０時～
正午

体験ワークショップ
Ｂ「１～３歳親子の
表現ワークショップ
『チチンプイ』にスタ
ッフとして参加」

武蔵野市立中
央コミュニテ
ィセンター（予
定）

　　１１日�
午前９時３０
分～午後１
時３０分

表現ワークショップ
４とプログラムづく
り「幼児表現あそび
プログラムづくりの
視点とメッセージ」

西荻地域区民
センター

　　１８日�
午前１０時～
正午

※�体験ワークショップは、Ａ・Ｂどちらかに参加。�体験
ワークショップは託児はありません。親子での体験とな
ります。／企画運営＝（特）子ども文化ＮＰＯ・Ｍ・Ａ・Ｔ

　

神
田
川
の
始
ま
り
は
井
の
頭
公
園
内

の
石
碑
が
あ
る 
湧  
水 
池
で
、
近
く
に
は

ゆ
う 
す
い

弁
天
様
が 
祀 
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
つ

は
水
の
恵
み
を
受
け
る
人
々
の
気
持
ち

の
表
れ
で
し
ょ
う
か
。

神
田
上
水
で
産
湯

　

昔
、
井
の
頭
公
園
か
ら
文
京
区
の
大

洗 
堰 
ま
で
を
神
田
上
水
と
呼
び
、神
田
、

せ
き

日
本
橋
、
京
橋
方
面
へ
生
活
用
水
と
し

て
供
給
し
て
い
ま
し
た
。「
神
田
に
生
ま

れ
て
三
代
」、「
神
田
上
水
で
産
湯
を
使

っ
た
人
」
を
勇
み
肌
で
有
名
な
生
粋
の

江
戸
っ
子
と
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

「
神
田
川
」
と
言
う
歌
が
流
行
し
て

か
ら
は
、
故
郷
か
ら
出
て
き
た
若
い
人

た
ち
に
も
、
馴
染
み
や
す
い
川
と
な
り

親
し
ま
れ
ま
し
た
。
京
王
井
の
頭
線
に

沿
う
よ
う
に
三
鷹
台
、
久
我
山
を
流
れ

て
富
士
見
ヶ
丘
の
車
庫
裏
に
出
る
と
、

 
鬱
蒼 
と
し
た
竹
や
ぶ
が
見
え
、
都
内
と

う
っ
そ
う

は
思
え
な
い
静
寂
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 
竪  
穴 
式
住
居
跡
と 
日  
向 
の
ベ
ン
チ

た
て 
あ
な 

ひ 
な
た

　

高
井
戸
の
環
八
を
越
え
浜
田
山
方
面

に
川
に
沿
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
区
内

最
大
の
広
さ
で
、
竪
穴
式
住
居
跡
の
発

見
さ
れ
た
塚
山
公
園
が
あ
り
、
林
に
覆

わ
れ
た
中
に
竪
穴
式
住
居
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
鳥
の
森
と
も
呼

ば
れ
深
山
の
よ
う
、
美
し
い
せ
せ
ら
ぎ

や
水
辺
の
広
場
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
の
鎮
守
の
森
、
下
高
井
戸
八
幡

神
社
境
内
に
は
松
が
何
本
も
あ
り
、
そ

の
中
に
は
、
樹
齢
三
百
年
ぐ
ら
い
の
松

も
あ
る
そ
う
で
荘
厳
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
す
。

　

神
田
川
遊
歩
道
に
降
り
、
コ
イ
を
見

な
が
ら
下
流
に
進
ん
で
行
く
と
、
カ
シ

や
イ
チ
ョ
ウ
、
栗
の
木
な
ど
の
大
木
に

囲
ま
れ
た
児
童
遊
園
に
出
ま
す
。
自
転

車
を
柵
に
立
て
か
け
木
の 
傍 
の
ベ
ン
チ

そ
ば

で
休
ん
で
い
る
人
を
み
な
が
ら
、
ま
も

な
く
黄
葉
が
音
を
立
て
て
舞
い
散
る
様

子
を
想
像
し
ま
し
た
。

閑
静
な
住
宅
街
と
川
の
中
の
聖
域

　

神
田
川
は
、
和
泉
町
を
流
れ
環
七
に

入
り
、
善
福
寺
川
や
妙
正
寺
川
と
合
流

し
都
心
を
抜
け
、
隅
田
川
河
口
へ
と
流

れ
て
ゆ
き
ま
す
。
神
田
川
遊
歩
道
の
両

岸
は
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
、
神
田
川
沿

い
の
家
々
は
遊
歩
道
の
景
色
を
庭
に
取

り
込
ん
で
植
木
や
花
壇
を
手
入
れ
し
、

上
手
に
調
和
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

川
に
は
中 
洲 
が
あ
っ
て
、
飼
っ
て
い

す

る
人
が
放
し
た
の
か
仲
良
く
甲
羅
干
し

し
て
い
る
二
匹
の
亀
や
、
色
と
り
ど
り

の
錦
鯉
、
カ
モ
の
親
子
が
ゆ
う
ゆ
う
と

泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
コ
サ
ギ
が 
餌 
を
探
す
姿
や

え
さ

ハ
ト
が
水
面
に
降
り
て
水
を
飲
ん
だ

り
、 
雀 
の
お
宿
と
呼
ば
れ
る
か
ん
な
橋

す
ず
め

付
近
の
竹
や
ぶ
に
は
、
夕
方
に
な
る
と

沢
山
の
ス
ズ
メ
が
帰
っ
て
き
て
、
一
時

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ワ
セ
ミ
や
、
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
を

毎
年
見
て
い
る
人
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
声

を
聞
い
て
「
今
年
も
や
っ
て
き
た
」
と
、

喜
び
、
春
の
到
来
を
耳
で
感
じ
て
い
る

人
た
ち
が
大
勢
い
る
そ
う
で
す
。

四
季
の
変
化

　

雨
の
日
で
も
神
田
川
遊
歩
道
は
水
は

け
が
い
い
の
で
足
元
が
い
い
せ
い
か
ジ

ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
人
を
何
人
も
見
か

け
ま
す
。
黄
色
い
葉
は
川
で
踊
り
、
遊

歩
道
の
サ
ザ
ン
カ
は 
緋  
毛
氈 
を
敷
い
た

ひ 

も
う
せ
ん

よ
う
で
す
。
桜
の 
蕾 
は
、
冷
た
い
雨
や

つ
ぼ
み

雪
に
も
耐
え
や
が
て
春
に
な
る
と
、
神

田
川
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
咲
き
誇

り
ま
す
。

　

自
然
が
戻
っ
た
神
田
川
と
、
川
沿
い

の
景
観
は
絵
を
描
い
た
よ
う
に
調
和

し
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
は
素
晴
ら

し
い
地
域
の
財
産
に
な
る
の
で
は
と
思

い
な
が
ら
、
心
豊
か
な
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。

（
方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
・
総
務
部
広
報
担
当
）

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター �３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター �３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１　本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４　桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３　西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター �５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日
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こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
皆
さ
ん

の
「
地
域
で
何
か
し
た
い
」
気

持
ち
を
活
動
な
ど
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
の
講
座
で
す
。

区内を流れる区内を流れる
神田川遊歩道を歩いて神田川遊歩道を歩いて
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年１月１１日（日曜日）

〈お寄せいただいたご意見と改正条例への反映〉
改正条例への反映状況概　　　　　　　要分　類

�条例に２年以下の懲役を科する旨
の規定を設けることは、地方自治法の
規定により認められています。
�事業主等に対して、個人情報の更
なる厳格な取扱いを課する観点から、
必要な規定整備と考えています。

�懲役規定の創設は条例上可能か。
�従事者等の個人のみならずその法人等にまで罰
金刑を科すことは、過剰な刑罰ではないか。罰則規定

について
�外部委託等の中で外部の者に端末
操作をさせる場合は、契約書におい
て個人情報の保護に係わる措置を講
じることとしています。

�罰則だけでは、情報の漏えいの事前防止は不十
分である。端末機操作の部外者取扱いをさらに厳格
化すべきである。

�個人情報保護制度全般の見直しの
中で検討します。

�自分の個人情報がどのような部署でどのように
利用されているか、という公開請求に区が応じなけ
ればならない旨の規定を設けるべきである。
�個人情報登録簿をインターネットで公開してア
クセス性を改善するとともに、外部提供、目的外利
用等の利用状況の一覧性を改善するべきである。

個人情報
登録簿に
ついて

�外部提供した先に対する利用状況の調査・報告
規定の新設と、その調査の本人申出権を設けるべき
である。

外部提供
について

�回線結合を法令がある場合に無条件に認めるの
ではなく、審議会に諮問し、区長が認めた場合に結
合する、というように区として主体的に判断するよ
うに規定を整備すべきである。

外部結合
について

�目的外利用等の中止請求の中に、外部回線結合
による提供の中止を加えるとともに、中止請求要件
として「規定に反した場合」だけでなく、自己情報
の提供を望まない場合を明記すべきである。

目的外利
用等の中
止の請求

�４情報の公開は、住民基本台帳法
において規定されたものです。

�住民基本台帳法において、氏名、住所、生年月
日、性別の４情報は「公開情報」とされているが、
個人情報として保護すべきである。

そ の 他

　

近
年
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
伴

い
、
区
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
個
人
情
報
の
処
理
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会
の
利
便

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
立
場
か
ら
、
個
人
情
報
の
よ

り
厳
格
な
取
扱
い
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
ら
を

ふ
ま
え
、
実
施
機
関
（
区
）
の

職
員
や
受
託
業
務
に
従
事
し
て

い
る
者
（
職
員
で
あ
っ
た
者
や

従
事
し
て
い
た
者
を
含
む
）
が

不
正
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
な

ど
の
罰
則
規
定
の
新
設
を
主
な

内
容
と
し
て
い
ま
す
。

「
区
民
等
の
意
見
提
出

手
続
き
」
の
主
な
内
容

　

条
例
の
改
正
に
あ
た
り
「
区

民
等
の
意
見
提
出
手
続
き
」
に

よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
の
概
要

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
お
よ
び
改
正
さ
れ
た
条

例
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
左
記
で
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、駅

前
事
務
所
、
図
書
館

　
 

総
務
課
情
報
公
開
係

問

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路（
関

越
道
〜
東
名
高
速
間
）周
辺
の

環
境
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

現
地
で
の
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
。観
測
結
果
は
、東
京
外
か

く
環
状
道
路
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
大
気
質
関
係
（
四
季
）

　

観
測
時
期
＝
１
月
中
旬
開
始

予
定
▽
観
測
内
容
＝
二
酸
化
窒

素
・
浮
遊
粒
子
状
物
質
な
ど
▽

観
測
場
所
＝
荻
窪
中
学
校
・
桃

井
第
四
小
学
校

◇
地
質
・
地
下
水
関
係

　

観
測
時
期
＝
地
質
＝
１
月
中

旬
開
始
予
定
、地
下
水
＝
２
月

上
旬
開
始
予
定
／
観
測
内
容
＝

地
質
・
地
下
水
位
・ 
湧  
水 
・
井
戸

ゆ
う 

す
い

調
査
な
ど
／
観
測
場
所
＝
井

荻
・
善
福
寺（
上
・
下
池
）・
三
谷

公
園
、桃
井
第
四
小
学
校
な
ど

◇
動
物
・
植
物
関
係
（
四
季
）

　

調
査
期
間
＝
１
月
中
旬
開
始

予
定
／
調
査
内
容
＝
動
物
の
生

息
・
植
物
の
生
育
・
生
態
系
な
ど

／
調
査
場
所
＝
定
点
観
測
＝
善

福
寺
公
園
・
井
草
八
幡
宮
・
善
福

寺
川（
八
幡
西
橋
付
近
）▽
目
視

観
測
＝
松
庵
・
井
荻
・
切
通
し
・

善
福
寺
美
樹
園
公
園
、善
福
寺

川
周
辺

　
 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
調

査
事
務
所
�
０
１
２
０
‐
３
４
‐

１
４
９
１（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
３
７
０
７
‐
１
４
９
１（
直

通
）ま
た
は
区
都
市
計
画
課

問

体験型農園がオープンします
　　　　　　　～農家の方に教わる野菜づくり～
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外
環
道
周
辺
環
境
の
現
地
調
査

外
環
道
周
辺
環
境
の
現
地
調
査

　 利用期間＝４月初旬～１７年１月３１日（契約の更新は園主との
相談になります） ファーム荻窪（成田西３‐１８） 区内在住で
２０歳以上の方（家族での参加も可） ８０名（１区画約３０㎡・抽選）
 ３万円（指導料、収穫野菜代など。種・苗・肥料・農具は園主
が用意します） 往復ハガキ（２面記入例参照）で、１月３１日
（消印有効）までに農園主・武井三郎（〒１６７‐００５１荻窪１‐１５‐
１１）へ ▽抽選方法＝区の立会いで園主が抽選を行います。結果は
２月中に全員に通知します �体験型農園は、区画の貸出しでは
ありません。栽培する作物の選定などは園主が行います�車での
来園はできません�区は、体験型農園を直接管理しません

時

場 対

定

費

申

他

ファーム荻窪では、一年を通し
て１２種類以上の野菜を作ってい
ただきます。家族の方でも参加
できますのでお子さんも野菜作
りを体験できます。自然の恵み
や厳しさ、喜びを体で感じてく
ださい。

ファーム荻窪園主・武井三郎さん

◆◇ 体験型農園利用者を募集◆◇ 

体験型農園は、区の援助を受けて農家が開設し、経営・管理する農園です。農園主
の指導を受けながら、作付けから収穫までの農作業を体験できるので初心者も安心
です。また、農作業の講習は週末を中心に行いますので、お勤めの方でも楽しみな
がら色々な野菜作りを体験することができます。あなたもプロの手ほどきを受けて
野菜作りに挑戦してみませんか。

― ―問い合わせは、経済勤労課都市農業係へ。

　２３区と都は、１５年３月に公表した「区部に
おける都市計画道路の整備方針（中間のま
とめ）」についてのご意見を踏まえつつ検討
をすすめ、このたび「区部における都市計
画道路の整備方針（案）」を策定しましたの
でお知らせします。
　本案は、「活力・安全・環境・暮らし」を
基本目標に、�区部における都市計画道路
の必要性、�１６～２７年度の１２年間における
優先整備路線の選定（第三次事業化計画）、
�都市計画道路区域内における建築制限の
緩和、�概成道路（一定の道路幅員を有し、
道路としての機能をおおむね満たしている
道路）における新たな整備手法の提案など
を示しています。

　全文は、区都市整備部建設課の窓口、都民
情報ルーム（都庁第１庁舎３階）、都都市計
画局ホームページでご覧いただけます。
◇ご意見･ご提案をお寄せください
　郵送またはホームページの所定の様式
で、１月３０日（必着）までに都都市計画局
都市基盤部街路計画課「区部における都市
計画道路の整備方針」担当（〒１６３‐８００１・
住所は不要、ホームページ http://www.to
shikei.metro.tokyo.jp）へ。
　主なご意見に対する都と２３区の考え方
を、後日ホームページでお知らせします。
　 都都市計画局都市基盤部街路計画課
�５３８８‐３３２８または区都市整備部建設課道
路計画担当

問

「区部における都市計画道路整備方針（案）」を公表します
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